





















ケールで)は上に示した bend解で記述できる｡ 図 3.
Schwarzはbendの運動を数値計算 している(1985)｡彼の式は(21)と同じものである｡
最後にbend一解 (23)-(25)は 野崎 ･戸次氏の厳密解(減衰のある非線型シュレディンガ-
方程式 )とよくにていることをいっておく｡ 以上の内容は Progress74(1985)979に発表
しました｡
またNavier-Stokes式に従 う流体で渦の衝突 ･reconnectionは大変重要な素過程である｡
この場合渦を､表わす曲線の運動方程式は,非局所的 (longrange)になる｡ 何 らかの厳密解か
Stochasticな近似等があればよいと強く期待し努力 してみるつもりであるが･-- 0
2次元渦糸系の可積分性と渦衝突について




1g′ rk〟_生 =- ∑′
dt 27Cik=1 zj-Zk
(ノ●-1,2,-〟) (1 )






H--主 君 キヨ rirj log ri,
rij-
. aH .























④ 渦中心関数 G2-(,U ,xj)2+(,u jyj)2
N N
































④ I1112Z12+112T3Z2,+Il3Il1Z3…-0 図 1.
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